

























































































































































1黄美真･張雲編『征精衛国民政府成立』 (上海人民出版社､ 1984年) 821-822頁｡
2土屋光芳『｢江兆銘政権｣論一比較コラボレーションによる考察』 (人間の科学社､ 2011
午) 14頁｡








い時期におけるこれらの業績の価値は大きい(J.H.Boyle, CAizla aDdJapaD at War
1937-1945, StanfordUniv.Press, 1972. 伝.E.Bunker, 27he Peace aMPiracy,
Cambrid酢:Harvard University PFeSS, 1972) 0
6 1980年代から1990年代にかけての主な研究は以下の通り｡察徳金･李恵賢『江精衛偽
国民政府紀事』 (中国社会科学出版社､ 1982年) ､黄美真･張雲編『匠精衛国民政府成立』


















































































午)､同｢江兆銘の"清郷"視察一一九四一年九月-｣ (『中国21』 Vo131､ 2009年)
15柴田哲雄『協力･抵抗･沈黙一江精衛南京政府のイデオロギーに対する比較史的アプロ
ーチ』 (成文堂､ 2009年)

























































































































































































堀井弘一郎｢中華民国推新政府の成立過程(上)｣ (『中国研究月報』 49巻4号､ 1995年)､
｢同(下)｣ (『中国研究月報』 49巻5号､ 1995年)､ ｢日本軍占領下､中華民国維新政府の
治政｣ (『中国研究月報』 54巻3号､ 2000年)で詳細に考察している｡
6 ｢江兆銘工作｣については､前掲､劉傑『日中戦争下の外交』 313-380頁､同『漠好裁
判対日協力者を襲った運命』 (中公新書､ 2000年)､土屋光芳『｢江兆銘政権｣論一比較コ















































































































23黄葉真･張雲編『江精衛国民政府成立』 (上海人民出版社､ 1984年､ 602-603頁)､前
掲､ 『漢貯裁判対日協力者を襲った運命』 (93-107頁)0
24　周仏海は高宗武と陶希聖による暴露にショックを受けた様子が日記中に表れている(前
掲､ 『周仏海日記全編上編』 1940年1月22日条､ 234頁)o周仏海は協議書類締結の2
日後に高宗武と会っており､努力すべき旨の話をしている(同上､ 1940年1月1日､ 220
-221貢)0


















































29 ｢国民政府公報｣ (第1号､ 1940年4月､中国第二歴史桔案館編『江偽国民政府公報』
江蘇古籍出版社､ 1991年)
30近年､江政権の立法院に関する分析もおこなわれるようになってきている(陳紅民･陳
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いる(前掲､ 『江精衛偽国民政府紀事』 119-120､ 127頁)｡
42同上､ 137頁｡
43同上､ 140頁｡前掲､ 『江精衛生平紀事』 329-330頁｡
44参謀本部編『杉山メモ･上』 (原書房､ 1967年) 567頁.
45周仏海来日後､ 1942年7月17日に東郷重徳外相､ 20日に阿部信行元大使､ 24日に東
条英機首相､ 29日に再度､東郷重徳外相に参戦要請をしている(前掲､ 『周仏海日記全編下
編』 1942年7月17日･20日･24日･29日､ 627-631頁)0



































華･張雲『江偽政権全史下巻』 (上海人民出版社､ 2006年､ 1158-1159頁)0
51前掲､ 『江精衛偽国民政府紀事』 188､ 196頁｡ちなみに､ヴィシー政権は江政権の承認
はしていない(前掲､ 『江偽政権全史下巻』 1164頁)0






































































































































































6張生｢一九三七年の選択-性格と運命[周仏海日記解読1-｣ (『中国21』 31号､ 2009年)








































































中心に｣ 『中央大学経済学部創立一〇〇周年記念論文集』中央大学経済学部､ 2005年､ 569
-584頁)0



































































































幻『日記』 1937年11月13日条､ 92貢o原文は以下の通りo ｢倍希聖赴富貴山与布雷談,
知嗣解絶望,軍事潰敗,操行遷都,心乱如麻｡晩,綜合各方消息,前途益覚悲観｡ ｣
24 『日記』 1937年11月14日条､ 92頁0





































28 ｢回憶与前略｣ (1986年版『日記下』) 1206-1207頁｡


















































































































































































































46 『日記』 1940年4月20日条､ 283頁｡原文は以下の通り｡ ｢晩,約陳肖賜来談｡ (中略)
当告以此間可犠牲一切,以求全面和平;並告以欧戦拡大延長愈干日本有利,我国宜干此時
和平,請共時達果夫､立夫,向蒋先生進言,只要有益和平,当惟蒋先生之命是肝｡ ｣
47 『日記』 1940年9月11日条､ 348頁｡原文は以下の通り｡ ｢目前破獲愉方無線電台,愉
方尚未発覚,両周以来,イ即日通報,所獲情報,目前似巳懐疑,因擬用原電台原密喝,致蒋
先生-電勧和,勿勿擬革発出｡｣
48 『日記』 1940年4月8日条､ 277頁｡
49 『日記』 1940年4月19日条､ 282頁｡
































51 『日記』 1940年4月11日条､ 278-279頁を参照｡
52 『日記』 1940年9月11日条､ 348頁｡ 1940年9月20日条､ 353貢｡















































































































































































2察徳金･李恵賢『江精衛偽国民政府紀事』 (中国社会科学出版社､ 1982年) 52-53頁｡
















































































































































































本会認為関係重要､並奉院令巳派技士沈養田率同技術人員前往測勘英0 ｣ (前掲､ ｢呈送本
年十一月伶工作報告祈窒核由｣前掲､ 『工作報告』)｡江政権の国民党組織については､堀井
弘一郎｢江兆銘国民党の成立と展開｣ (堀井弘一郎『江兆銘政権と新国民運動一動員される











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































民国27(1938)年 #rﾃ#b37,378 s"ﾃc17,580 X^ﾘs3炭X･儼ﾘﾈ･,ﾈ郊ﾋ杏薬               
民国28(1939)年 塔Cbﾃ唐257,918 鼎3RﾃS152,600 X^ﾘsV           
















































27　日本軍占領後の鹿山湖実験場では､在来種だけではなく､ ｢農林一号｣､ ｢農林三号｣､ ｢陸
羽一二一号｣などの日本のイネ品種も栽培されていた(前掲､ ｢東太湖周連の農業事情｣ 163
-164頁)0
28黄美真･張雲編『江精衛国民政府成立』 (上海人民出版社､ 1984年) 821-822頁｡
















































































































文聯出版社､ 2003年､ 677-8頁｡ )













































































































































便接管経営由｣ (実業部-外交膏R 1941年10月20日､ 『鷹山潮実験農場』28･03･03-043-01)





58猪又正一『私の東拓回顧録』 (龍渓書舎､ 1978年) 131-132頁o大河内一雄『国策会社
































60 『日本外交文書太平洋戦争第二冊』 (外務省､ 2010年) 1440頁｡
61同上｡






関係｣ (『国際政治』 91号､ 1989年)を参照｡































70前掲､ 『日本外交年表泣主要文書1840･1945 (下)』 581頁｡
71 ｢為准外交部番復関於収回江蘇省呉江願鷹山潮模範港概実験場一案擬具会稿啓請察照見













































81 ｢江蘇省呉江醇鷹山湖農場移民賓施二関スル件｣ (在中国大日本帝国大使館-建設部､ 1944
年1月26日､同上)










































同年6月6日に､鷹山潮実験場は｢鷹山湖実験農場調整事項｣ (以下､ ｢調整事項｣) 86､ 7
月25日には｢稲作増産事業計画書｣を実業部に提出している87｡ ｢調整事項｣の内容は①第


















85 1944年4月13日に糧食部は廃止されている(前掲､ 『江精衛偽国民政府紀事』 244頁｡
86 ｢鷹山湖実験農場調整事項｣ (廃山湖実験農場-実業部農林署､ 1944年6月6日､ 『鷹山
湖実験農場』 28-03･03･045･04)
87 ｢為奉命補造本場稲作増産事業計劃書及概算書各式扮備文呈送祈望賜核韓由｣ (廃山湖実














































































95 ｢答呈｣ (鷹山潮実験場-実業部､ 1945年6月9日､同上)












































































































徳金編注『周仏梅日記全編上編』 (1941年12月8日､中国文聯出版社､ 2003年) 548
頁｡
2察徳金･李恵賢『江精衛偽国民政府紀事』 (中国社会科学出版社､ 1982年) 140頁｡察徳




























惟目方似不悉我政府立干表面,未知用意何在｡｣ (前掲､ 『周仏海日記』 1941年12月8日)
548頁｡
4同上､ 1941年12月9日､ 548-549貢｡









































































14 ｢国民政府ノ参戦泣二之二伴フ対支措置二関スル件｣ (昭和17 (1942)年10月29日大
本営連絡会議決定｡同上) 157-158頁｡
15外務省編『日本外交年表蛙主要文書1840･1945下』 (原書房､ 1966年) 580-581頁｡
































































江河修防 "ﾃ12.000.000 "ﾃ36.000.000                 
開聞蘇北新運河 都R140,000.,000 325,000.000                  
東太湖渡墾 55,000.000 R100.000,000                  
江蘇省芙蓉坪改善工事 緜- 辻3.600.000         
安徽省華陽河間門修復工事 ﾃ1.000.000 辻3,000.000          
江蘇省江陰以上通江各聞座修復工事 1.00.0,000 辻3,000,000          
導准入海水道整理事業 迭ﾃﾃ15,000,000 辻20.0.0.0,000         
黄河決壊口修復工事 辻- 辻-   
農閑期各県農田水利修理工事 辻- 辻-   
水利技術人員訓練 鉄S500,000 都S1.800,000           































































































































































好韓ノ気運二向ヒタルモノト思料ス｣ (｢各種事業関係資料(直営企業関係)｣ JACAR (アジ
















































































































































































































































































































































月日 俎9/b交通 (ﾛ付注     
7月3日 8､8耳6籐zH彿Vﾂ汽船 佩}(ﾕﾙ8ﾉ&日本の調査団治水班.土地改良班の安聾. 清野技師一行9人.通訳2人を率いて､上海 を出発0.調査開始o      
7月4日 凛H彿Vﾂﾘ裨ｻBﾙ咽"汽船 佩俔ﾙ(i&戊慥         
7月5日 咽" 江蘇省建設庁で建設部人員と日本調査団が 調査事項について相談o    
7月6日 咽"ﾘ支ﾏｲﾙ咽"輪船 xﾕﾒこの日より建設部人員も調査に同行o      
7月7日 咽(耳ｶ壷咽"汽船 ﾈｹｸﾏｲ日本団員に松井技手加入oこの日より江蘇 省建設庁指導工程師晩秋明も調査に同行o        
7月8日 咽"ﾘﾎﾕﾒ列車 日本団員に四方田科長加入o     
7月9日 佩ﾕﾒﾘ圸z"ﾘﾎﾕﾒ民船 ｩz(ﾌ      
7月10日 佩ﾕﾒﾙ>ﾈﾌｸﾘﾙ挨ﾂﾘﾎﾕﾒ民船 佩徂ﾖﾉﾌ雜2             
7月11日 佩ﾕﾘ自Jｩﾒﾙ[ﾙeﾒ列車.氏 船 X葺ﾖ顋xﾏｲ:         
7月12日 兌ﾙeﾒﾘ8ﾘｹ[ﾙeﾒ列車.氏 船 y:ﾘ截ｫHﾖﾏｲ8ﾉ靂              
7月13日 兌ﾙeﾒﾘｻｲ列車 この日より治水班の安曇技師一行5人.通訳 1人は建設部技正陶賛意と一緒に調査o土 地改良班は呉江へo    
7月14日 8ｻｲﾙ[ﾘﾌ輪船 兌ﾘﾌB     
7月15日 兌ﾘﾌ籐>葡ﾙ[ﾘﾌ輪船 蕗8B隍98B      
7月16日 兌ﾘﾌ籀胤ﾈﾕﾒ汽船 估B陏ﾕﾒ         
7月17日 傴ﾈﾕﾒﾘﾕ做"列車    
7月18日 俔做" ﾈﾌ阮ｹXｭBﾕ做(慥       
7月19日 俔做(自;H耳ﾌ頡"ﾘ揵Gﾒｸﾌ頡"砲艇 陷ﾒﾈｫ揵G靠ｲﾉ靂               
7月20日 侘頡"ﾙｹUｩYUﾙｹ,2砲艇.氏 船 ｸGﾂYUﾖﾏｹ8ﾉ靂               
7月21日 ｹ,2ﾙ[ﾙeﾒ辛     
7月22日 兌ﾙeﾒﾘｻｲﾘ鉙ﾕﾒ列車 この日土地改良班が平望に来て合流o調査 団員計8人o清野.久保田.四方田3人は蘇 州に滞在o    
7月23日 傴ﾈﾕﾘ耳ｹ8Bﾘ鏸徂ｧBﾘ"]汽船 俔ﾘ9B(､98B              
7月24日 (葡ﾘ.ﾙJ伜"汽船.列 車 佻ｨ葡      
7月25日 價伜"ﾙF(坪ﾘ汽船 僥)8BX･ﾉ8B          
7月26日 ﾘﾙ咽"輪船 侏98Bこの日で調査完70       
7月27日 咽"ﾘ8､2列車 日本の調査団上海-o     
114
二､土地改良班
月日 俎9/b交通 (ﾛ付注     
7月13日 兌ﾙeﾒﾘﾎﾕﾒﾙGﾘﾎﾕﾒ列車.氏 船 僭ｬ･Hｾb治水班と分かれて､清野技師一行6人､通訳 1人､建設部技正察復初､王家埠､江蘇建設 庁工程師愉秋明3人が一緒に調査○          
7月14日 佩ﾕﾒﾘ物ﾏｸﾏｲﾘﾎﾕﾒﾙ咽"民船.列 車 ｨﾏｸﾖ        
7月15日 咽" 江蘇省建設庁で水門資料の捜索o    
7月16日 咽"ﾙY*ｨﾙjhﾏh謦ﾒ汽船 ﾉ靂2日本の調査団高橋氏上海-o斎藤氏が交代            
蘇州 劍,Y咽"ﾖ  
7月17日 咽(自mﾘｹHﾏｸ自FyXｻB辛.輪 船.民船 ﾉ靂ﾉYB           
7月18日 XｻBﾘﾏｸ棈ﾖﾙYnHｺｸﾖ自FyXｻB民船 ﾉ靂ﾉYB             
7月19日 俛yXｻH自8ﾂﾙ咽"輪船 ･ﾈ慥        
7月20日 咽" 日本の清野技師､急病で鉄道病院に入院o 蘇州で治水班の情報を待つo    






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































行政院､ 1944年11月18日､ 『績斬罪山湖汝墾工程総巻』 28･05-04-040-03)











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































JACAR (アジア歴史資料センター) ReEBO6050146900 (第25画像目)､本邦会社関係雑
了マ?
件/東洋拓殖株式会社/東京拓殖株式会社法改正法案参考資料(外務省外交史料館)
｢9.特殊事業/ (67)裕華公司農場状況二関スル件｣ (JACAR (アジア歴史資料センター)
ReEBO6050343100 (第2画像目から第5画像目まで) ､本邦会社関係雑件/東洋拓殖株式
会社/雑件公文書(外務省外交史料館)
｢黄河決潰口偵察報告送付の件｣ JACAR (アジア歴史資料センター) Re£CO4120748100昭
和14年2月11日｢陸軍省一陸支密大日記-S14-7-96｣ (防衛省防衛研究所)
｢黄河に関する件｣ JACAR (アジア歴史資料センター) ReECO4120764800昭和13年6
月17日｢陸軍省一陸支密大日記-S14-12 - 101｣ (防衛省防衛研究所)
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